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刊行にあたって

飼料用稲の生産は、水田農業の枠組みをそのまま利用できること、稲発酵粗飼料（ホール

クロップサイレージ：WCS）として家畜に給与することにより飼料自給率の向上等が期待

できることから、各地域において様々な取り組みが行われている。また、最近では国際穀

物相場の高騰や輸入食品に対する不安感の高まりを背景に、素性のわかる地域資源を活か

した、消費者が安心できる畜産物を生産、提供していくことの意義に注目が集まっている。

こうした飼料用稲に対する生産現場のニーズや行政施策上の要請を受けて、独立行政法

人農業・食品産業技術総合研究機構においては、飼料用稲の生産から稲発酵粗飼料の家畜

への給与に至る一連の研究課題に組織をあげて積極的に取り組んできたところである。当

センターにおいては、中山間地域という地域条件に着目して、関係公立試験研究機関、大

学、民間企業と連携して「中国中山間水田における飼料用稲を基軸とする耕畜連携システ

ムの確立」と題する研究プロジェクトに平成15年度から５年間の計画で取り組んできた。

平成19年度は本研究プロジェクトの最終年度に当たることから、これまでに得られた研究

成果を技術マニュアルとして取りまとめることとした。

本マニュアルは、主に飼料用稲の栽培から収穫・調製に至るまでの各技術を生産現場に

分かりやすい形でまとめたものである。さらには、マニュアル利用者の便を考慮して、各

技術ごとの分冊版も用意した。なお、稲発酵粗飼料の給与技術に関するマニュアルは本年

度中に作成して、関係の皆さん方にお届けする予定である。

農業技術は日々進化を遂げており、本マニュアルの中で紹介した各技術も、今後、生産

現場で利用・評価され、また、新しい技術要素を取り入れながら、さらに一段と高いレベ

ルに発展させていく必要がある。したがって、本マニュアルも、今後、必要によりバージ

ョンアップを図っていく必要があると考えている。

本マニュアルが、各地域の条件に合った飼料用稲の効率的な生産に少しでもお役に立て

れば幸いである。

最後に、本研究プロジェクトの実施にご協力頂いた関係研究機関、さらには、現地実証

地を快く提供して頂いた生産者、地域の関係機関の皆さん方に深く感謝申し上げる次第で

ある。

平成19年８月

独立行政法人　農業・食品産業技術総合研究機構

近畿中国四国農業研究センター所長　

保　科　次　雄
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本マニュアルの利用にあたって

遊休水田の利用や飼料自給率の向上、家畜糞尿処理対策などへの期待から、飼料用稲の

生産および飼料用稲から調製される稲発酵粗飼料（ホールクロップサイレージ：WCS）

の利用が全国的に推進されている。こうした中、WCSの利用を一層促進するためには、

飼料用稲の生産コストの更なる引き下げが大きな課題となっている。省力・低コスト生産

を目指すためには直播栽培が有望と考えられるが、普及事例は現状では少数にとどまって

いる。

中国四国地域は中山間地域の比率が高く、畜産農家はこうした中山間地域に多い。運搬

コストの低減や地域内における資源循環の観点からみれば、飼料用稲を畜産農家と近接す

る地域の水田で生産することが望ましい。したがって、中国四国地域においては、中山間

水田における飼料用稲の省力・低コスト生産技術体系を確立することが重要となる。

省力・低コスト生産を目指す上で、中山間水田は平坦地水田に比べて圃場の規模や形状、

水持ちなどの点で不利な要素が多い。こうした問題に対処するため、平成15年度より５年

間の計画で、地域農業確立総合研究「中国中山間水田における飼料用稲を基軸とする耕畜

連携システムの確立」に取り組んできた。本研究プロジェクトのねらいは、鉄コーティン

グ湛水直播をはじめとする多様な播種様式に対応した直播栽培体系や小型収穫機械化体系

など、中国四国中山間地域に適した飼料用稲の低コスト栽培・収穫・調製技術を開発し、

これらの技術を活用した耕種部門と畜産部門の連携（耕畜連携）システムを確立すること

にある。

本マニュアルで紹介する各技術的課題は、研究所内における試験だけではなく、現地に

実証試験圃場を設けて現地試験を実施し、その中で、生産者とともに技術上の問題点の抽

出とその課題解決に取り組んできた。本マニュアルは、こうした生産現場における経験と

その成果を基にまとめられている。

「飼料用稲生産技術マニュアル」の構成は、まず、飼料用稲生産全体に関わる品種、雑

草防除及び経営評価について、各専門家がその概要を紹介している。次に、本マニュアル

の中心となる８種の個別技術マニュアルを紹介している。これらの個別技術マニュアルは、

利用者の便を図るため、別途、分冊版も用意した。

「直播栽培技術」については、乾田条播直播、乾田散播直播、湛水散播直播、湛水条播

直播の４種の播種様式を紹介している。このうち、湛水直播は近畿中国四国農業研究セン

ターが開発した鉄コーティング種子を用いた直播栽培技術である。耕畜連携システムの要

となる、堆肥を活用した地域循環システムの構築については、「環境保全的施肥技術」の

項でやや科学的に解説している。また、飼料用稲生産が食用稲生産と大きく異なる点は、
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収穫作業体系の部分である。これについては、「収穫・調製体系技術」の項で詳しく解説

している。この中には、近畿中国四国農業研究センターと㈱タカキタの共同研究成果であ

る中山間地の小区画水田に適した小型ロールベール収穫・調製体系が含まれている。

これら８種の技術マニュアルは、それぞれが独立したマニュアルとしても活用できるよ

うに、マニュアルの構成を工夫した。もちろん、各執筆者の専門分野は、栽培、土壌肥料、

農業機械など多様であることから、合冊された本マニュアルの中から必要により関連部分

を参照していただきたい。また、各マニュアル間に重複している部分が少なからずあるが、

敢えて重複ケ所の排除や統一は行っていない。直播栽培などの総合化された技術体系につ

いては、広域の普遍性を追求するあまり、かえって抽象的で、ぼやけた書き方になる恐れ

がある。最適な生産管理は、それぞれの圃場条件に大きく影響される。このため、個々の

作業工程ごとに具体的にどう取り組んだら良いのかという視点に立って記述するように心

掛けた。生産現場の関係者にとっては、こうした実際の情報を求める声が強い。したがっ

て、各執筆者には現地圃場及び研究所内の試験を通して最も確からしい指針を具体的に書

き込んでもらった。本マニュアルの利用者は、これらの技術の中から、自分の圃場条件に

最も適している栽培管理方法を探り、省力・低コスト栽培の実践に向けたヒントとしてい

ただきたい。

「飼料用稲生産技術マニュアル」の利用に当たって１点、注意していただきたいことが

ある。飼料用稲生産に用いられる農薬については、「水稲（食用米）」とは別に作物区分を

設けるべく、その準備が進められている。平成20年度からは「飼料用稲（稲WCS）」の作

物区分で農薬登録された農薬のみが利用可能となる見込みである。このマニュアルの執

筆・編集時点では、どの農薬が登録されるのかは未定であるため、マニュアルに掲載され

ている農薬のすべてが今後も利用できるかどうかは不明である。このため、毎年度、普及

機関等に確認の上、適切な農薬を選定し、利用していただきたい。

本マニュアルに掲載されている研究成果等については未発表のものも含まれている。し

たがって、複製、転載および引用にあたっては、各マニュアル巻末の問い合わせ先にご連

絡いただき、了承を得た上で利用していただきたい。

平成19年８月

近畿中国四国農業研究センター

中山間耕畜連携・水田輪作研究チーム長

尾　関　秀　樹
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ホールクロップサイレージ（ＷＣＳ）用の
飼料用稲専用品種

近畿中国四国農業研究センター

低コスト稲育種研究近中四サブチーム

松　下　　　景

１．飼料用稲専用品種の特性

現在、ホールクロップサイレージ（ＷＣＳ）専用の飼料用稲品種としては東北中南部か

ら九州にかけての地域に適応した９品種が主に利用されている。ほとんどの品種はひとつ

ひとつの籾が大きいか、穂につく籾の数が多いことにより、籾が多収となる。また、草丈

が高く、稈が太く、葉が広いため茎葉の収量も大きいものが多い。特に多肥条件において

籾と茎葉を合わせた地上部全体が大きく繁茂し、飼料としての収穫量が大きくなる。葉の

色が濃く、日光を効率よく利用するために葉が直立するのも特徴的だ。一目で違いがわか

る、こんな稲はいったいどのようにして作られたのだろうか？

稲、特にワラを家畜に与えることは今に始まったことではない。おそらく太古の昔、人

類が畜産や稲作を始めた時代から、両者が共存する地域において続けられてきたと思われ

る。しかし、コメまたはホールクロップを飼料として利用するという考え方は、いわゆる

「米余り」となった1970年代になって、余剰水田の活用法の一つとして提唱された。当時

東北大学の教授だった角田重三郎は「デントライス計画」と称し、飼料専用の稲品種を育

成して利用することの重要性を訴えた。

稲を主食用以外の用途、たとえば飼料用にすると考えれば、食味や玄米の外観品質、登

熟歩合などを度外視し、通常よりもはるかに多収の品種を作り出すことができる。このよ

うな考えのもとに、国際稲研究所や韓国などから導入した外国稲との交配によって多収を

実現した品種が、1980年代以降に次々と育成された。この中には福島県猪苗代で10アール

当たり１トンの収量を記録した「ふくひびき」や、玄米千粒重が36グラムに達する「オオ

チカラ」、子実だけでなく茎葉が多収で、飼料に適性のある「ホシユタカ」などがあった。

しかし、これらの品種が農業現場で広く普及・定着することは無かった。
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同時期に埼玉県で育成された稲ＷＣＳ専用品種「はまさり」、「くさなみ」は、埼玉県内

で稲ＷＣＳ生産の基幹品種として利用され、現在の飼料用稲生産利用技術の基盤を築いた。

2000年代に入り、補助金などの整備によって、一旦は下火となっていた飼料用稲の作付け

面積が全国で急増したのと同時に、「ホシユタカ」や「はまさり」より特性の優れる新た

な品種が求められるようになった。その流れに乗り、「ふくひびき」や「オオチカラ」な

どの交配から育成されたＷＣＳ専用の飼料用稲品種が相次いで育成された。以下に各品種

の特性を説明する。

飼料用稲生産技術マニュアル
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１）ホシアオバ
（１）品種の特性

「日本晴」並の中生で、東北南部・北陸・関東・中

部・近畿・中国・四国・九州地域に適する。稈長はやや

長いが稈質が強く、耐倒伏性は“やや強”。草型は“極

穂重型”で、茎葉と子実の両方が多収。縞葉枯病に抵抗

性を持つ。穂発芽性は“やや易”、脱粒性は“やや難”。

乾田直播栽培に適する。

（２）栽培上の留意点

・早期栽培では出穂期がやや早く、晩植栽培では遅くな

る傾向がある。

・耐倒伏性は比較的強いが、極端な多肥条件は避ける。

・極大粒（玄米千粒重30ｇ程度）のため、播種量は通常

より３割程度多めにする。

・いもち病真性抵抗性遺伝子 Pita-2 および Pib を持つ

ため侵害菌が存在しない地域では通常は感染しない

が、侵害菌の発生に注意し、発病を認めたら防除を徹

底する。

２）クサノホシ
（１）品種の特性

「アケボノ」並の晩生で、関東・中部・近畿・中国・

ホールクロップサイレージ（ＷＣＳ）用の飼料用稲専用品種

品種名 多収の型 稈長（草丈） 耐倒伏性 穂発芽性 早晩性 栽培適地

ホシアオバ 茎葉・子実 やや長 やや強 やや易 日本晴並 東北中南部・北陸～九州

クサノホシ 茎葉・子実 長 やや強 難 アケボノ並 関東～中国・四国

クサホナミ 茎葉・子実 やや長 強 やや易 ヒノヒカリ並 関東～中国・四国

リーフスター 茎葉 極長 強 中 アケボノ並 関東～中国・四国

はまさり 茎葉 やや長 強 難 アケボノ並 関東～中国・四国

夢あおば 茎葉・子実 中 極強 難 あきたこまち並 東北中南部～北陸・中部

べこあおば 子実 短 強 やや易 あきたこまち並 東北中南部～北陸・中部

ニシアオバ 茎葉・子実 長 中 易 ニシホマレ並 九州

タチアオバ 茎葉・子実 極長 極強 中 ミナミヒカリ並 九州

ホールクロップサイレージ用の飼料用稲品種の特性概要

「ホシアオバ」

「クサノホシ」
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四国地域に適する。稈長は長いが稈質が強く、耐倒伏性は“やや強”。草型は“極穂重型”

で、茎葉と子実の両方が多収。縞葉枯病に抵抗性を持つ。穂発芽性は“難”、脱粒性は

“難”。乾田直播栽培に適する。

（２）栽培上の留意点

・耐倒伏性は比較的強いが、極端な多肥条件は避ける。

・いもち病真性抵抗性遺伝子 Pita-2 および Pib を持つため侵害菌が存在しない地域では

通常は感染しないが、侵害菌の発生に注意し、発病を認めたら防除を徹底する。

３）クサホナミ
（１）品種の特性

「ヒノヒカリ」並の中生で、関東・中部・近畿・中国・四国地域に適する。稈長はやや

長いが稈質が強く、耐倒伏性は“強”。草型は“極穂重型”で、茎葉と子実の両方が多収。

縞葉枯病に抵抗性を持つ。穂発芽性は“やや易”、脱粒

性は“難”。

（２）栽培上の留意点

・耐倒伏性は比較的強いが、極端な多肥条件は避ける。

・いもち病真性抵抗性遺伝子型は明らかになっていな

い。侵害菌が存在しない地域では通常は感染しないが、

侵害菌の発生に注意し、発病を認めたら防除を徹底す

る。

４）リーフスター
（１）品種の特性

「アケボノ」並の晩生で、関東・中部・近畿・中国・四

国地域に適する。稈長は非常に長く１ｍを超えるが、稈質

が強く移植での耐倒伏性は“強”。草型は“茎葉型”で、茎

葉のみが多収であり子実の収量は少ないことから、未消化

籾の排泄量が少ない。穂発芽性は“中”、脱粒性は“難”。

葉いもち病抵抗性は“極強”。

（２）栽培上の留意点

・耐倒伏性は強いが、表面散播では転び型の倒伏に注意が

飼料用稲生産技術マニュアル

「クサホナミ」

「リーフスター」
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必要。

・いもち病真性抵抗性遺伝子 Pik を持つため侵害菌が存在しない地域では通常は感染し

ないが、侵害菌の発生に注意し、発病を認めたら防除を徹底する。

・縞葉枯病に罹病性であるため常発地帯での栽培は避ける。

５）はまさり
（１）品種の特性

「アケボノ」並の晩生で、関東・中部・近畿・中国・四国地域に適する。稈長はやや長

いが稈質が強く、耐倒伏性は“強”。草型は“偏穂数型”で、茎葉が多収。縞葉枯病に抵

抗性を持つ。穂発芽性は“難”、脱粒性は“やや難”。葉いもち病抵抗性は“やや強”、穂

いもち病抵抗性は“やや強”。

（２）栽培上の留意点

・晩植栽培では収量が下がる。

・いもち病抵抗性は比較的強いが、発病を認めたら防除を徹底する。

６）夢あおば
（１）品種の特性

「あきたこまち」並の早生で、東北中南部・北陸・関

東・中部地域に適する。稈長は中程度で稈質が強く、耐

倒伏性は“極強”で、転び型倒伏にも強く直播栽培に適

する。草型は“穂重型”で、茎葉と子実の両方が多収。

縞葉枯病に抵抗性を持つ。穂発芽性は“中”、脱粒性は

“難”。

ホールクロップサイレージ（ＷＣＳ）用の飼料用稲専用品種

試験地 品種名 出穂期 成熟期
稈長 全重 比率 玄米重 比率

（㎝） （㎏/ａ） （％） （㎏/ａ） （％）

近中四農研
ホシアオバ ８／11 ９／28 87 163 109 65 120

クサノホシ ８／26 10／17 92 178 119 62 115
広島県福山市

日本晴 ８／13 ９／25 88 149 (100) 54 (100)

作物研
クサホナミ ８／24 10／11 95 209 109 70 137

リーフスター ８／31 10／16 109 214 111 42 82
茨城県つくば市

はまさり ８／31 10／８ 96 192 (100) 51 (100)

近畿中国四国地域に適する飼料用稲品種の栽培試験結果

「夢あおば」
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（２）栽培上の留意点

・耐倒伏性は強いが、極端な多肥条件は避ける。

・いもち病真性抵抗性遺伝子型は明らかになっていない。侵害菌が存在しない地域では通

常は感染しないが、侵害菌の発生に注意し、発病を認めたら防除を徹底する。

７）べこあおば
（１）品種の特性

「あきたこまち」並の早生で、東北中南部・北陸・関

東・中部地域に適する。短稈で稈質が強く耐倒伏性は

“強”で、転び型倒伏にも強く直播栽培に適する。草型

は“穂重型”で、子実が多収。穂発芽性は“やや易”、

脱粒性は“難”。

（２）栽培上の留意点

・極大粒（玄米千粒重30g程度）のため、播種量は通常

より３割程度多めにする。

・いもち病真性抵抗性遺伝子 Pib を持つため侵害菌が存在しない地域では通常は感染し

ないが、侵害菌の発生に注意し、発病を認めたら防除を徹底する。

・縞葉枯病に罹病性であるため常発地帯での栽培は避ける。

８）ニシアオバ
（１）品種の特性

「ニシホマレ」並の晩生で、九州地域に適する。稈長

は長く、耐倒伏性は“中”。草型は“穂重型”で、茎葉

と子実の両方が多収。穂発芽性は“易”で、脱粒性は

“難”。

（２）栽培上の留意点

・耐倒伏性は強くないため、多肥条件は避ける。

・極大粒（玄米千粒重31ｇ程度）のため、播種量は通常

より３割程度多めにする。

・いもち病真性抵抗性遺伝子 Pik-m を持つため侵害菌が存在しない地域では通常は感染

しないが、侵害菌の発生に注意し、発病を認めたら防除を徹底する。

・縞葉枯病に罹病性であるため常発地帯での栽培は避ける。

飼料用稲生産技術マニュアル

「べこあおば」

「ニシアオバ」
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９）タチアオバ
（１）品種の特性

「ミナミヒカリ」より出穂期で３～４日遅い極晩生で、九州の平坦部に適する。稈長は

非常に長く１ｍを超えるが、太稈・太根で耐倒伏性は“極強”。草型は“穂重型”で、茎

葉と子実の両方が多収。縞葉枯病に抵抗性を持つ。穂発芽性は“中”、脱粒性は“難”。

（２）栽培上の留意点

・いもち病抵抗性は強くないので、発病の恐れのある地域では基幹防除を励行する。

・白葉枯病にやや弱いので常発地帯での栽培は避ける。

ここに挙げた９品種に加えて、「クサユタカ」がＷＣＳ専用とされているほか、東北北

部および北海道向け品種の育成も進められている。また、飼料として利用されるものとし

ては、九州では主に出穂期前後に収穫するワラ用品種として、「モーれつ」、「ミナミユタ

カ」、また、２回刈り栽培に適応するものとして「Taporuri」などが利用されている。こ

の他、世界的な穀物価格の高騰を受け、「ふくひびき」などの子実多収品種を濃厚飼料も

しくは豚や鶏の飼料として利用する試みが行われている。

２．品種選択時のポイント

１）ここで述べた特性は栽培適地での試験成績に基づいており、他の地域に導入した場合

には早晩性や収量性などが変動する。作付けする前に各品種の育成機関や地域の試験機

関に問い合わせ、気候風土の似た地域での試作成績をできるだけ把握しておきたい。

２）ＷＣＳとしての収穫適期は黄熟期（おおむね出穂後30～35日）だ。これより早いと収

量が上がらないし、これより遅いと籾の消化が悪くなる上に倒伏の危険も大きい。通常

の品種よりも収穫期が早いことに注意する。

３）主食用品種との作業競合により刈り遅れるなどの問題がないようにする必要がある。

収穫適期を逃し、倒伏した飼料用稲は機械収穫が困難だ。仮になんとか収穫しても、土

壌で汚れた稲には容易にカビが発生し、家畜に給与できなくなる。春からの努力を無駄

にし、大量の生ゴミを作ることの無いように、きちんとした計画を立てておきたい。

４）大きく育つ植物体を支える耐倒伏性は通常品種よりは強いが、長稈の場合が多く注意

が必要である。多肥で能力を発揮するとはいえ、通常の二倍以上の極端な多肥は避ける

べきと言える。

ホールクロップサイレージ（ＷＣＳ）用の飼料用稲専用品種
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５）なるべく手間をかけずに作りたい飼料用稲なので、いずれの品種もできる限り耐病虫

性が付与されているが、個々の病害に対しては不十分な場合もあるので常発地帯では対

策を要する。いもち病については侵害菌の発生に目を光らせ、白葉枯、縞葉枯病の常発

地帯では抵抗性品種を選択すること。紋枯病については今のところ抵抗性品種が無いの

で、注意して観察し必要に応じて防除する。

６）もともと葉色が濃い上に多肥栽培されることが多く、稈が太く葉が広いＷＣＳ専用品

種はニカメイチュウ、コブノメイガ、イチモンジセセリ（イネツトムシ）などの鱗翅目

害虫の大好物だ。適期に薬剤を散布し発生をコントロールしたい。

飼料用稲生産技術マニュアル
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飼料用稲栽培における雑草防除のあり方

中央農業総合研究センター

雑草バイオタイプ・総合防除研究チーム

渡　邊　寛　明

１．良い飼料用稲を作るために、雑草防除は重要

家畜に食べさせるのだからといって、収穫物に雑草が混ざっても構わないというもので

はない。雑草防除は大切である。手を抜くと下記のような問題が起こることがある。

１）予乾を行わないダイレクトカット方式で

は、水分の多い雑草（ノビエなど）が多量

に収穫物に混ざると、サイレージの水分が

高くなり発酵不良となる。稲体の水分が十

分に低下する黄熟期まで待って収穫しても、

雑草混入により収穫物全体が高水分になっ

てしまったのでは元も子もない。

２）雑草には茎が木化するものがある。直播

栽培でよく発生して茎が硬く大きくなるア

メリカセンダングサやクサネムがその仲間

である。これらが収穫物に混入すると、ラ

ップフィルムを傷つけ中に空気が入り込み、

サイレージの発酵不良やカビ発生の原因と

なる。

３）飼料用稲は牛の嗜好性が大変良いと評判

である。しかし、美味しい飼料用稲（WCS）

も雑草が混ざれば牛の嗜好性は低下する。

ノビエが繁茂する飼料用稲水田

茎が木化するアメリカセンダングサ
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カヤツリグサ科の雑草など、収穫時期には

成熟し、あるいは地上部が枯れて腐ってい

るものがある。そのような草が混ざったエ

サを牛は好まない。

４）水田雑草の中には毒のあるものがある。

スギナの仲間であるイヌスギナは低湿地を

好み水田や畦畔にもよく発生するが、有毒

性アルカロイドなどを含んでいる。乾燥重

100ｇ前後で牛が下痢症状を起こすことが分

かっている。

また、イボクサ、タカサブロウ、タウコギなど水田雑草の中には硝酸態窒素濃度が高い

草がある。これらの多量の混入は避ける。

５）水田で雑草を放置して多量の雑草種子が水田内に播かれると、翌年以降の雑草防除は

さらに困難になる。アメリカセンダングサのように種子が水面に浮いて用排水路を通し

て周辺の水田へ拡がる雑草もある。飼料用稲を作付した水田が難防除雑草の温床となら

ないように気を付けなければならない。

飼料用稲生産技術マニュアル

カヤツリグサ科イヌホタルイの繁茂

乾田直播栽培で密生したイボクサ（左）とタウコギ（右）
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２．雑草防除の基本

飼料用稲栽培での雑草防除は通常の水稲栽培の雑草防除に準じて行うが、現在のところ

使用できる除草剤が少数に限られているために、次の２点には特に気を付けて、水田管理

を行う必要がある。

（１）雑草の発生をできるだけ少なくする

（２）雑草に負けないよう、飼料用稲を強く大きく育てる

水田雑草の発生の多少は、雑草の埋土種子の数（シードバンク）である程度決まる。前

年までに丁寧な雑草防除を行ってきた水田は、埋土種子が少なく、雑草の発生は多くない。

田畑輪換も特に多年生雑草の栄養繁殖体（塊茎など）を減らす効果がある。転換畑作を数

年続けてきた後に水稲作に戻すと、栄養繁殖体から萌芽する多年生雑草は殆ど発生しない。

また、早めの入水により植付け前の雑草発生を促してから代かきを行うことにより、植え

付け後の発生を少なくすることができる。

飼料用稲に限らず、雑草にとって一番の競争相手は作物である。水稲の生長が旺盛であ

れば、雑草の発生・生長は抑えられる。反対に、水稲の生育が不十分で土面がなかなか被

覆されない状態であれば、雑草の発生はいつまでも続き、後発の雑草もどんどん大きくな

る。適正な肥培管理によってしっかりとした稲体に育てることが、雑草防除にとってなに

より大切なことである。

３．除草剤の利用

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」には、水稲除草剤の中で稲わらへの残留性

が十分に低いと判断された除草剤（移植栽培６剤、直播栽培15剤）が掲載されている。

飼料用稲栽培における雑草防除のあり方
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飼料用稲生産技術マニュアル

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」に掲載されている除草剤（平成19年４月）19 4
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除草剤の使用にあたっては、それぞれのラベルに記載されている使用基準を遵守しなけ

ればならない。水稲除草剤では、食用米の収穫を想定して「収穫○○日まで」というよう

に、食品としての安全性を考慮した使用時期の晩限が記載されているが、飼料用稲栽培で

はこの食用米の「収穫」を稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ）の「収穫」と読みかえて、この使用

晩限を判断することになる。

これら除草剤を利用した除草体系の例を下に示した。

移植栽培では、通常の食用米栽培で一般的に使用される一発処理剤が「稲発酵粗飼料生

産・給与技術マニュアル」には掲載されていないので、初期剤であるプレチラクロール粒

剤（商品名：ソルネット１キロ粒剤）と中期剤との体系処理で雑草防除を行う。

湛水直播栽培で播種後湛水状態を維持する場合には、発芽直後の水稲に対する安全性が

極めて高いピラゾレート粒剤（商品名：サンバード粒剤）やピラゾキシフェン粒剤（商品

名：パイサー粒剤）が有効である。これらは、播種直後～稲出芽期といった早い時期の処

理でも水稲への薬害はほとんどない。鉄コーティング種子を用いる湛水直播栽培では飼料

用稲の種籾が土壌表面に播種されるので、その発芽籾にも安全なこれら除草剤の使用が適

している。ただし、散布後に落水すると除草効果は大きく低下するので、芽干しを行う場

合には入水後に再び除草剤を散布する必要がある。

湛水直播栽培で播種後ただちに落水管理を行う場合は、水稲の出芽を確認して入水した

後に除草剤を散布する。播種後あるいは出芽後の除草剤処理で取りこぼした雑草や後発雑

草には、シハロホップブチル（ノビエ対象）やベンタゾン（広葉雑草対象）といった茎葉

処理剤の成分を含む中期剤（商品名：クリンチャー１キロ粒剤、クリンチャーＥＷ、クリ

飼料用稲栽培における雑草防除のあり方

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」に掲載された除草剤を用いた除草体系の例
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ンチャーバスＭＥ液剤など）を使用する。播種後落水管理では、土壌条件によっては入水

後の減水深が大きくなることがある。そのような場合には、除草剤の効果は低下して残効

期間も著しく短くなるので、これら茎葉処理剤の利用が不可欠である。

播種前に耕起する耕起乾田直播栽培では、播種後から入水までの乾田期間の雑草防除が重要

である。播種後土壌処理剤と乾田期（入水前）の茎葉処理の乾田期２回に入水後の除草剤処理を

あわせた合計３回処理が一般的である。ノビエの発生が少ないことが最初から分かっている水

田では、入水前には茎葉処理剤を１回散布にして播種後土壌処理剤を省略することができる。

不耕起乾田直播栽培では、播種前に発生していた雑草をグリホサートアンモニウム塩

（商品名：ラウンドアップハイロード）などの非選択性除草剤で防除しておく。稲にかか

ると危険な非選択性除草剤であっても、水稲の出芽前までなら使用できるものがある。播

種後（～稲出芽前）の処理により雑草発生のスタートを少しでも遅らせることができれば、

その後の雑草防除が容易になる。

４．作物名「飼料用稲（稲ＷＣＳ）」での農薬登録について

これまで、農薬登録上の作物として「飼料用稲」あるいは「稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ）」

といった作物区分はない。そのため、飼料用稲栽培での農薬使用にあたっては、「水稲

（食用米）」で登録された農薬の中から、既存の使用基準に従って使用する限りにおいては

収穫期の稲わらに殆ど残留しないとされた農薬が「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュア

ル」に掲載され、それらを利用するよう指導されている。

しかし、飼料用稲は食用稲よりも早期に収穫することや茎葉を含めた稲体全てを飼料に

用いることから、食用稲とは別の登録とすべきであるとして、現在その準備が進められて

いる。早ければ平成20年度には「飼料用稲（稲ＷＣＳ）」の作物で農薬が登録される。そう

なれば、水稲用農薬であっても「稲ＷＣＳ」として登録がなければ、その農薬を使用するこ

とはできない。現在のところ、「マニュアル」に掲載された農薬から優先的に登録準備が進

められているようである。ただし、「マニュアル」掲載農薬の全てについて飼料用稲農薬と

しての登録要件が整うかどうかは不明である。一方で、「マニュアル」には掲載されていな

かった農薬でも飼料用稲農薬としての登録要件を満たせば使用できるようになるかも知れ

ない。「マニュアル」には移植栽培用の一発処理剤が一つも掲載されていないが、飼料用稲

登録除草剤としていくつかの一発処理剤が登録されればずいぶん雑草防除は容易になる。

このように、より使いやすい除草剤が多く登録されることが期待される。平成20年度以降

の飼料用稲栽培の実施にあたっては、飼料用稲での農薬登録が行われているかどうか、そ

してどのような除草剤が登録されているのかを事前によく調べておくことが大切である。

飼料用稲生産技術マニュアル
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中国中山間地の飼料用稲生産に
おける直播技術導入の経営評価

近畿中国四国農業研究センター　中山間耕畜連携・水田輪作チーム

堀　江　達　哉・恒　川　磯　雄＊・棚　田　光　雄
＊現在　中央農業総合研究センター

１．は じ め に

飼料用稲の生産は、飼料自給率の向上、農地の有効利用、資源の循環利用などの観点か

ら水田転作助成やその他の政策的助成が整備され、これらに支えられた耕種農家・畜産農

家によって取り組まれてきた。しかし、各種助成金は削減される方向にあり、また、生産

者の収益性向上のためにも生産費の低減が不可欠となっている。ここで取り上げる直播技

術は、移植栽培における育苗資材や移植用機械の費用が不要となることで生産費用の低減

が可能となるとともに、育苗や移植の労働も不要となって大幅な省力化も可能となる。し

かし、専用大型播種機の導入などの新たな費用負担の発生や初期生育管理の難しさによる

収量の不安定性などの理由から、移植体系から直播体系への移行に躊躇する農家も多い。

そこで、ここでは飼料用稲を直播体系に移行する場合の経済的メリットを生産費用の低減

効果として試算結果を提示する。併せてその前提条件と直播栽培に取り組む際の留意点に

も触れる。

２．評価対象の直播技術について

評価対象とする直播技術は、①鉄コーティング湛水直播、②乾田散播直播、③不耕起乾

田条播直播（以下、それぞれ湛水直播、乾田散播、乾田条播とする）の３種であり、いず

れも現地実証試験によって技術普及の可能性が確認されたものである。各内容は本マニュ

アルの技術解説の部において詳しく説明されているため、ここでは使用する専用機械と関

連する特徴的な作業（播種、除草剤散布、収穫調製）の概略について触れる。
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①の湛水直播は、播種作業は粉衣機（コーティングマシン）を用いて種籾を鉄粉でコー

ティングして比重を高めた後、田植機装着の側条施肥機を使用して行う（動力散布機、無

人ヘリ、多目的田植機なども使用可能）。除草剤散布作業は動力散布機を用いて２回行う。

②の乾田散播は、ブロードキャスタを用いて鳩胸籾を播種し、ドライブハローで浅耕し

種子を土中に埋める。除草剤散布作業は、ここでは大区画圃場を想定しているため、乗用

管理機（ブームスプレーヤ）を用いて湛水前と湛水後に２回行う。

③の乾田条播は、ディスク駆動式汎用型不耕起播種機を用いて種籾を乾田状態の田面に

直接条播する。除草剤散布作業は、②と同じく大区画圃場を想定しているため、乗用管理

機を用いて３～４回ほど実施する。

３．直播技術における経営上の効果

１）経営モデルの概況
上記の３つの技術について、それぞれの現地実証地域の取り組み事例に基づいて経営モ

デルを設定し、移植体系から直播体系に移行した場合の生産費用の変化を算定した。各モ

デルの概要は表１のとおりである。

①の湛水直播は50戸の農家から構成される集落営農法人が飼料用稲10ha、②の乾田散

播は借地型の大規模耕種農家が飼料用稲４ha、③の乾田条播は同じく大規模耕種農家が

飼料用稲４haを、それぞれ水田転作作物として栽培するものとした。

18
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表１　対象とする直播方式と経営モデルの概況
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２）飼料用稲生産に必要な農業機械装備と減価償却費
取り上げた直播技術に必要な農業機械は表２のようになる。ここでは、ａ．移植体系と

直播体系の栽培過程に共通して必要な機械類、ｂ．移植体系の栽培過程のみに必要な機械

類、ｃ．直播体系の栽培過程のみに必要な機械類、ｄ．収穫調製作業に必要な機械類に分

類した。

表２に基づいて10ａ当たりの農業機械の減価償却費を算定すると、湛水直播では栽培過

程と収穫調製過程の合計が14,979円／10ａ（移植体系で14,631円／10ａ）、乾田散播では栽

培過程と収穫調製過程の合計が15,066円／10ａ（移植体系で15,198円／10ａ）となる。乾

田条播はここでは栽培過程のみを算定対象としているが（収穫調製作業は外部委託のた

め）、13,345円／10ａ（移植体系で5,209円／10ａ）となる。

ここで重要なのは、各技術間における必要な機械類の相違である。特に湛水直播では播

種に田植機（側条施肥）を使用するため新たな機械導入費用が低く抑えられるのに対して、

乾田条播では直播体系に移行するために高額な機械類が多く必要となる。これにより、直

播体系での10ａ当たりの減価償却費に差が生じることになる。

中国中山間地の飼料用稲生産における直播技術導入の経営評価

表２　飼料用稲生産に必要な農業機械装備（単位：千円）
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３）直播技術導入による労働時間の改善
10ａ当たりの労働時間は直播体系の導入で大幅な削減が可能となる（表３）。特に、湛

水直播、乾田散播、乾田条播のいずれにおいても、栽培過程で最も多くの時間を占める

「移植・播種」作業が３時間前後削減でき、栽培過程の労働時間合計でも移植体系と比較

して40％前後の削減となって省力効果は大きい。

４）直播技術導入による経営収支の改善
表４は現行移植体系と直播体系での栽培過程と収穫調製過程の10ａ当たり生産費用を算

定したものである。直播体系へ移行すると、種籾の増加や初期生育の重要性による除草剤

投入量の増加、乾田散播・条播における収量向上のため施肥量の増加や緩効性肥料の使用

といった理由により物財費が増加する。また、収穫調製過程の費用では資材費・燃料費な

どが増加する。一方で、育苗にかかる諸材料費の節減と省力化による労働費の節減により、

10ａ当たり費用合計は湛水直播が62,014円（移植体系66,797円）、乾田散播が74,528円（移

植体系77,115円）となり、移植体系から直播体系への移行によって生産費が低減される。

以上は生産規模を一定とした経営モデルによる試算結果であるが、飼料用稲の栽培面積

を拡大した場合には直播専用機械や収穫調製用機械の10ａ当たりの減価償却費は低下し、

更なる生産費の低減が可能となる。特に、乾田散播では栽培面積を４haから８haに拡大

した場合、栽培・収穫調製の両過程における減価償却費の大幅な削減が可能となり、移植

と比較すると全過程の費用合計で１万円近くの削減になる。湛水直播は、ここでは集落営

農法人が経営モデルであるため栽培過程における面積拡大は難しく、他法人との収穫調製

用機械の共同利用という方法での規模拡大を想定することになるが、10haから20haに拡

大した場合に収穫調製過程の減価償却費は8,400円から6,300円まで低減できる。乾田条播

は、収穫調製作業の外部委託を想定しているため栽培過程のみが対象となるが、栽培面積

20

飼料用稲生産技術マニュアル

表３　飼料用稲栽培における10ａ当たりの労働時間
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を４haから８haに拡大した場合、減価償却費は13,345円から6,673円まで大幅に低減できる。

４．留　意　点

湛水直播や乾田散播では、移植体系から直播体系に移行することで飼料用稲の生産費用

の低減が可能となるが、乾田条播においては直播体系での栽培面積を拡大しなければ費用

低減が達成できない。ここでは、乾田条播の経営モデルにおいて個別経営での機械導入を

想定しており、減価償却費が大幅に増加するためである。

これに対して湛水直播や乾田散播の経営モデルでは組織的或いは地域的な単位での機械

導入を想定することで10ａ当たりの減価償却費の増加を抑えている。つまり、飼料用稲栽

培における直播体系への移行に際しては、新たに必要となる専用機械の導入方式や利用形

態のあり方が大きなポイントとなる。乾田条播の経営モデルで減価償却費の大幅な低減を

達成するには、ここで想定する大豆作との共用という方法だけでなく、他の経営との共同

利用や食用稲での直播技術の導入といった方法を併せて考慮する必要がある。

中国中山間地の飼料用稲生産における直播技術導入の経営評価

表４　飼料用稲の栽培における10ａ当たりの生産費用
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